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はじめに 

クラウドサービス『NOWSIGNAGE』では静止画や動画のループ再生のみならず、「アプリ」を利用して 

交通、天気情報の表示や、気温、天候の変化をトリガーにした表示の切り替えなど多様な表示が可能です。

本書では BrightSign に対応する NOWSIGNAGE アプリの使い方を説明します。 

 

Google Traffic 

 

指定した場所近辺の交通情報を表示する機能です。場所は緯度、経度で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①交通情報を表示する場所を登録します。場所、施設の名称、住所を入力します。例えば「東京駅」と入力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②表示される候補から場所を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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③選択した場所近辺の交通情報のイメージが表示されます。 

 

④＋場所を追加 をクリックして場所を登録します。登録した場所をプレイリストに登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤プレイリストに追加 で グーグルトラフィック を選択します。 

 

⑥＋追加 をクリックして場所を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦プレイリストの設定を行います。表示時間、表示開始/表示終了日時、繰り返し等を設定します。 

 

⑧プレイリストに追加 をクリックしてプレイリストに登録します。 

⑤

 

⑥

 

⑦

 

⑧
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Triggers 

 

インターネット経由でトリガーを送り、表示を切り替える機能です。緊急時などに表示を差し替えること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

①トリガーコマンドを登録します。+Add をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②トリガーコマンドに名前を付けます。 

 

③キーはプレーヤーに送信されるトリガーです。トリガーを受信してプレーヤーは表示を切り替えます。 

任意の文字列を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

④トリガーを受けて表示を変えるスクリーンのグループを作成します。+トリガーグループを追加を   

 クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤+をクリックしてスクリーンを追加します。 

①

１

 

②

１

 

③

１

 

④

１

 

⑤

１

 

⑤

１
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⑥グループに追加したスクリーンです。 

 

⑦―をクリックするとスクリーンをグループから削除します。 

 

⑧□画面の自動登録にチェックを入れると、今後、追加したスクリーンはグループに追加されます 

 

⑨□すべての画面への手動ブロードキャストを許可するにチェックを入れると、すべてのスクリーンに 

 トリガーコマンドが送信されます。 

 

⑩Create New をクリックしてグループを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪トリガールールを追加する+をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥

１

 

⑥

１

 

⑧

１

 

⑨

１

 

⑦

１

 

⑦

１

 

⑩

１

 

⑪ 
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⑫トリガーコマンドを選択します。 

 

⑬トリガーを受けた後に何を表示するのかを設定します。画像、ビデオを選択した場合はコンテンツ    

ライブラリにアップロードしたファイルから選択するか、ここでアップロードします。上の例のように

プレイリストを選択した場合は作成済みのプレイリストから選択します。 

 

⑭チェックを入れるとプレイリストが終了しても元のスケジュールに戻りません。新しいトリガーを  

受けるまでプレイリストの表示を続けます。チェックを外すとプレイリスト終了後は元のスケジュール

に戻ります。 

 

⑮作成をクリックします。以上で設定は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯放送をクリックするとトリガーが送信され、トリガーグループに属するスクリーンの表示が変わります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 

⑬ 

⑮ 

⑭ 

⑯ 
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Weather Triggers 

 

緯度、経度で指定した場所の気温、天気の変化をトリガーとして表示を切り替える機能です。スクリーン

を指定して、トリガーを決め、トリガーを受けた後に表示するプレイリストを設定します。スクリーン、

プレイリストを事前に登録しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

①＋トリガーグループを追加 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②トリガーグループ（トリガーで表示を切り替えるグループ）に名前を付けます。 

 

③緯度、経度で場所を指定します。 

 

④Google マップで座標の位置を見る をクリックすると②で指定した緯度、経度の周辺地図を確認する 

 ことができます。 

 

⑤トリガーを受けて表示を変えるスクリーンを選択します。複数のスクリーンを選択することもできます。 

 

⑥作成 をクリックします。 

①

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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⑦トリガーを設定します。トリガーコマンド をクリックします。 

 

 

 

 

 

⑧＋トリガーコマンドを追加 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨トリガーコマンドに名前を付けます。 

 

⑩温度範囲（トリガーとする温度条件）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪天候条件を追加することができます。使用しない場合は、追加条件なし にします。 

⑦

 

⑧

 

⑨

 
⑩

 

⑪ 
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⑫トリガーグループ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑬ルール をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭Trigger command から作成したトリガーコマンドを、Playlist からトリガーを受けた後に表示する

プレイリストを選択します。 

 

⑮□Keep content playing にチェックを入れると、設定したプレイリストを次のトリガーを受ける  

 まで表示し続けます。チェックを外すとプレイリストを再生後、元のスケジュール再生に戻ります。 

 

⑯作成 をクリッします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰作成したルールが適用されていることを表します。 

 

⑱ルールの適用を終了する際は、 （削除アイコン）をクリックします。 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 
⑱ 
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Weather Widgets Manager 

 

指定した場所近辺の天気、気温情報を表示する機能です。場所は緯度、経度で指定します。 

 

 

 

 

 

①＋Create New をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ウィジェットに名前を付けます。 

 

③言語を英語、スペイン語、フランス語から選択します。 

 

④予報を表示する日数を１～15 から選択します。 

 

⑤温度の表示方法を選択します。celsius：摂氏（°C）、fahrenheit：華氏（°F） 

 

⑥天気情報を取得する場所を緯度、経度で指定します。 

 

⑦表示の背景色、テキストの色をパレットから選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② ③ 

④

 

⑤

 

⑥

 
⑦

 
⑧
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⑧作成 をクリックして保存します。作成したウィジェットをプレイリストに登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨プレイリストに追加 で 天気ウィジェットを選択します。 

 

⑩＋追加 をクリックしてウィジェットを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪プレイリストの設定を行います。表示時間、表示開始/表示終了日時、繰り返し等を設定します。 

 

⑫プレイリストに追加 をクリックしてプレイリストに登録します。 

 

 

⑨

 

⑩

 

⑪

 

⑫

 


